
令和7年度　主要事業評価シート

　　　

Ｒ 年度 ～ Ｒ 年度

①期間内計画額（R4-7） 3,700千円 ②期間外計画額（R8-） 0千円  ①＋②総計画額 3,700千円

一般財源 1,060千円 998千円

決
算
額

事業費 2,560千円 998千円

国・県支出金

計
画
額

予
算
額

0千円 0千円

地方債 0千円 0千円

その他 1,500千円 0千円

一般財源 1,200千円 1,189千円 500千円 1,000千円

その他 1,500千円 1,500千円 500千円 0千円

地方債 0千円 0千円

0千円

○記念誌作製、発行

活動実績

（計画通り実施できたか）

令和6年11月2日に亀山市文化会館に
おいて、「関宿重伝建選定40周年記念シ
ンポジウム」を開催（来場者数：500人）
し、映像による関宿の紹介、地元保存団
体による芸能披露、記念講演、パネル
ディスカッション等を行った。また、地元関
小学校において、次世代の担い手となる
子どもワークショップ（開催回数：4回）の
成果発表を行い、関宿の更なる「保存と
活用」に寄与することができた。

令和6年12月に重伝建地区選定40周年
を迎えたことにより記念誌を作製した。
作製にあたっては、文化庁調査官や関宿
に関わる各保存団体や職人へのインタ
ビュー等を行い、様々な視点からの意見
を取り入れた。
また、令和6年度に初めて開催した「子ど
もワークショップ」を令和7年度も開催（2
回）し、次世代を担う子どもたちの人材育
成を行った。

0千円

③
事
業
の
実
施
状
況

（
P
・
D

）

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

事業計画

○記念シンポジウム
○子どもワークショップ

2,700千円 2,689千円 1,000千円 1,000千円

国・県支出金

事業費

②
事
業
概
要

（
P

）

事業の必要性（経緯・背景等） 事業の対象（誰に、何に対して） 事業の目的（どのような状態にしたいのか） 事業の内容（どのような取組を行うのか）

亀山市関宿伝統的建造物群保存地区が、昭和
59年12月に重要伝統的建造物群保存地区に選
定され、令和6年12月に伝建選定40周年を迎え
るに当たり、記念事業を開催する。

市民（重要伝統的建造物群保存地区住
民）及び他地域からの来訪者等

重伝建地区選定から40年を経過し、住民等の世
代交代のタイミングでもあることから、改めて「関
宿」に携わる様々な担い手と共に、これからの未
来へ向けて保存地区住民等の機運を高め、更な
る「保存と活用」の活性化を目指すことを目的に
実施する。

令和6年度は、亀山市文化会館において、「記念シンポジウム」とし
て、記念講演、関宿の紹介（映像）、芸能披露、表彰、パネルディス
カッション等を実施する。また、「子どもワークショップ」として、関小学
校において、「未来の関宿（仮）」をテーマに数回ワークショップを開
催し、その成果を記念シンポジウムにおいて発表する。
令和7年度は、令和6年度に実施した上記事業及び過去40年間を
総括する記念誌を作製・発行を行う。

部 市民文化部
施策の方向

課
文化課
まちなみ文化財Ｇ事業期間 6 7 主な根拠法令等 -

02：関宿重要伝統的建造物群保存地区の保護の推進  項 05：社会教育費

重点プロジェクト - 目 08：町並み保存費

A2

事業手法 直営 一部委託 全部委託 補助等 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
①
基
本
事
項

計画コード 23012 事業名 関宿重伝建選定４０周年記念事業 評価分類

施
策
体
系

施策の大綱 01:快適さを支える生活基盤の向上 予
算
科
目

会計 01：一般会計 担当部署

基本施策 10：歴史文化を生かしたまちづくりの推進 款 10：教育費



（令和7年度予算額の内訳）

A A

改善・見直し内容
事業展開 継続（現状維持） 完了

令和8年度で対応する（した）もの 令和9年度以降で対応するもの

【
履
歴

】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

完了 目的の達成又は周期の到達等により事業を完了する。 成果判定

最終評価者 市民文化部　文化課長　梅村美奈子

⑥
課
題

（
Ｃ

）

事業の達成状況等を踏まえた課題事項

伝統あるまちなみを未来へつなぐためには、行政のみならず、関宿に携わる様々な担い手が不可欠
であることから、地元保存団体等と連携し、「子どもワークショップ」や「関宿かるた大会（大人の部・
子どもの部）」等を一過性のイベントではなく、今後も引き続き開催することが必要である。
また、令和16年には「重伝建選定50周年」を迎え、翌令和17年には20年に一度の「関宿東追分一
之鳥居お木曳き」が控えていることからも、今回の「関宿重伝建選定40周年記念事業」を礎とし、更
なる「保存と活用」の活性化が求められる。

⑦
事
業
の
展
開

（
Ａ

）

方向性

⑤
成
果

（
Ｃ

)

判定 事業実施により得られた成果（誰に（何に）対してどのような効果があったか

（
再
掲

）

事業の対象 事業の目的

A
「関宿」に携わる様々な担い手や地区住民等のまちなみ保存への機運を高め、更な
る「保存と活用」の活性化を目指し、「関宿を知って、関わって、好きになって」もらう
ツールとしての記念誌を作製し、幅広い世代のより多くの市民が読み進めることで、
今までの歴史を振り返り、シビックプライドの醸成につなげることができた。また、次世
代を担う子どもたちについては、「子どもワークショップ」を2年連続で行うことにより、人
材育成に寄与した。

市民（重要伝統的建造物群保存地
区住民）及び他地域からの来訪者等

重伝建地区選定から40年を経過し、住民等の世代交
代のタイミングでもあることから、改めて「関宿」に携わる
様々な担い手と共に、これからの未来へ向けて保存地
区住民等の機運を高め、更なる「保存と活用」の活性
化を目指すことを目的に実施する。

１次評価者 市民文化部　文化課　まちなみ文化財GL　豊田親臣

十分な成果を得た

実績値

計画値

令和7年度

計画値 4 2

実績値 4 2

④
指
標

（
Ｃ

）

指標名 説明等 種別 単位 区分

子どもワークショップの開催回数 児童等を対象としたワークショップの開催回数 活動 回

実績値

次年度への繰越額 0千円

記念シンポジウムの来場者数 重伝建選定40周年記念シンポジウムの来場者数 成果 人
計画値 500

500

令和4年度 令和5年度 令和6年度

前年度からの繰越額 0千円

当年度の最終予算額 1,000千円


